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平成 25 年度当初予算編成に係る公開説明会 実施概要 

 

 

１．日 時  平成 24 年 12 月 23 日(日) 13 時 00 分～17 時 00 分 

 

２．場 所  佐倉市役所 １号館６階 大会議室 

 

３．内 容  【第１部】 13：00～14：30  

・予算編成の総括的事項 (全般、市税、人件費) 

         ・質疑 

 

         〈14：30～14：45 休憩・会場レイアウト変更〉 

 

        【第 2 部】 14：45～17：00 

         ・個別事業説明（会場内で３部門に分かれてのブース形式） 

〔ブース１〕 福祉・健康・教育・文化 

〔ブース２〕 総務・防災・環境等  

〔ブース３〕 産業・都市基盤 

         ・質疑 
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（１）福祉・健康・教育・文化

No. 事業名 部局室名 所属名 新規・継続 要求額（千円）

1 地域福祉推進団体助成事業 福祉部 社会福祉課 継続 90,635

2 成年後見支援センター事業 福祉部 社会福祉課 新規 2,254

3 高齢者安心キット給付事業 福祉部 高齢者福祉課 新規 6,650

4 さくらんぼ園管理運営事業 福祉部 障害福祉課 継続 9,995

5 子育て支援企画推進事業 健康こども部 子育て支援課 新規 6,450

6 民間保育園助成事業 健康こども部 子育て支援課 継続 292,594

7
子ども医療費助成事業
（県費制度分／市費拡充分）

健康こども部 児童青少年課 継続 530,822

8 妊婦及び乳児健康診査事業 健康こども部 健康増進課 継続 134,096

9 小学校施設改築・改造事業 教育委員会 教育総務課 継続 980,268

10 中学校施設改築・改造事業 教育委員会 教育総務課 継続 55,139

11 少人数指導支援推進事業 教育委員会 学務課 新規 9,005

12 小学校水泳指導委託事業 教育委員会 指導課 新規 4,680

13
旧堀田邸保存整備事業
佐倉順天堂普及啓発事業
武家屋敷保存整備事業

教育委員会 文化課 継続 18,069

（２）総務・防災・環境等

No. 事業名 部局名 所属名 新規 要求額（千円）

1 議会インターネット中継事業 議会事務局 議会事務局 新規 2,697

2 記録用映像空撮事業 企画政策部 広報課 新規 2,600

3 佐倉市史調査刊行事業 総務部 総務課 継続 9,944

4 住民情報システム再構築事業 総務部 情報システム課 継続 169,379

5 本庁舎保全事業 資産管理経営室 資産管理経営室 新規 361,791

6 指定管理者制度導入事業 資産管理経営室 資産管理経営室 継続 931

7 志津公民館整備事業 教育委員会 社会教育課 継続 219,093

8 志津出張所仮移転事業 市民部 市民課 新規 13,607

9 防災施設整備事業 市民部 防災防犯課 継続 48,524

10 地域まちづくり協議会事業 市民部 自治人権推進課 継続 7,212

11 放射性物質対策事業 環境部 環境保全課 継続 29,829

12 住宅用太陽光発電設備導入促進事業 環境部 生活環境課 継続 7,000

（３）産業・都市基盤

No. 事業名 部局名 所属名 新規 要求額（千円）

1 ６次産業化事業 産業振興部 農政課 新規 8,387

2 中小企業資金融資基金事業 産業振興部 産業振興課 新規 10,000

3 観光施設整備事業/観光資源創出事業 産業振興部 産業振興課 新規 28,991

4 幹線道路整備事業 土木部 道路建設課 継続 120,355

5 3・4・5井野・酒々井線外1路線道路改良事業 土木部 道路建設課 継続 100,410

6 岩名運動公園拡張整備事業 都市部 公園緑地課 継続 134,000

7 公園整備事業 都市部 公園緑地課 継続 100,681

8 既存建築物耐震改修等支援事業 都市部 建築指導課 継続 27,769

9 住生活基本計画策定事業 都市部 建築指導課 継続 24,787

10 勝田台・長熊線整備事業 志津霊園対策室 志津霊園対策室 継続 228,912

11
下水道施設（汚水）改修事業
[下水道事業特別会計]

土木部 下水道課 継続 283,110

平成２５年度当初予算公開説明会　説明対象事業一覧
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（１）当初予算編成全般 （ ） ……… 4

（２）市税課税状況及び徴収見込 （ ） ……… 10

（３）職員人件費 （ ） ……… 12

〔全体説明〕

財 政 課

総 務 課

課税課・収税課
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資料：平成25年度市税課税状況及び徴収見込について

市税決算額の推移

平成25年度　市税の要求状況
単位：千円

調定額 予算額 収納率 調定額 予算額 収納率

個人 12,643,091 11,480,036 90.80% 12,109,439 10,968,045 90.57% △ 511,991

法人 1,123,882 1,097,076 97.61% 1,329,143 1,302,703 98.01% 205,627

計 13,766,973 12,577,112 91.36% 13,438,582 12,270,748 91.31% △ 306,364

9,670,198 8,397,228 86.84% 9,675,457 8,390,759 86.72% △ 6,469

192,753 166,526 86.39% 198,353 170,150 85.78% 3,624

895,446 895,446 100.00% 1,000,003 1,000,003 100.00% 104,557

1 1 100.00% 1 1 100.00% 0

1,819,845 1,571,644 86.36% 1,792,175 1,546,286 86.28% △ 25,358

26,345,216 23,607,957 89.61% 26,104,571 23,377,947 89.55% △ 230,010

軽自動車税

市たばこ税

特別土地保有税

都市計画税

計

固定資産税

平成２４年度 平成２５年度（要求）
予算額の増減

市民税

区　　分
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【単位：千円】

給料 職員手当 計

平成25年度 3,816,760 2,399,104 6,215,864 1,054,996 7,270,860
平成24年度 3,757,698 2,366,569 6,124,267 1,001,497 7,125,764

増　減 59,062 32,535 91,597 53,499 145,096
＊参議院議員選挙、印旛沼土地改良区総代選挙に係る時間外勤務手当20,504千円を含む。

【単位：千円】

給料 職員手当 計
平成11年度 4,398,313 3,540,175 7,938,488 807,725 8,746,213
平成12年度 4,509,473 3,456,954 7,966,427 834,354 8,800,781
平成13年度 4,610,951 3,386,917 7,997,868 857,736 8,855,604
平成14年度 4,635,162 3,341,799 7,976,961 874,091 8,851,052
平成15年度 4,557,802 3,265,158 7,822,960 992,419 8,815,379
平成16年度 4,449,365 3,130,102 7,579,467 876,671 8,456,138
平成17年度 4,502,214 2,977,123 7,479,337 929,690 8,409,027
平成18年度 4,438,739 2,917,184 7,355,923 928,751 8,284,674
平成19年度 4,302,614 2,879,932 7,182,546 915,225 8,097,771
平成20年度 4,077,688 2,691,515 6,769,203 896,216 7,665,419
平成21年度 3,914,335 2,542,005 6,456,340 900,549 7,356,889
平成22年度 3,810,933 2,399,823 6,210,756 961,903 7,172,659
平成23年度 3,780,677 2,346,817 6,127,494 961,356 7,088,850
平成24年度 3,757,698 2,366,569 6,124,267 1,001,497 7,125,764
平成25年度 3,816,760 2,399,104 6,215,864 1,054,996 7,270,860
（各年度予算書の給与費明細書より抜粋　平成25年度は見込み）

一般職の給与について（一般会計）

区分
給与費

共済費 合計

１．当初予算の比較について（一般会計）

＊保育に係る任期付職員(保育士)の採用実施による人件費30,615千円［給料:17,837千円･手
当:7,947千円･共済費:4,831千円］)を含む。

年度 給与費 共済費 合計

２．一般職職員の人件費推移について（一般会計）
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類団市名
H23.4.1人口

（参考：近隣市）

佐 倉 市
176,169人

6,704 千円 近隣市名

市 川 市
461,014人

7,493 千円 成 田 市
126,235人

7,017 千円

松 戸 市
478,986人

7,054 千円 四街道市
88,150人

6,735 千円

習志野市
160,991人

6,369 千円 印 西 市
89,445人

6,325 千円

流 山 市
164,294人

6,793 千円

八千代市
189,280人

6,920 千円

浦 安 市
161,509人

7,116 千円

　*各市の給与・定員管理等の公表資料(ホームページ)抜粋：Ｈ22普通会計決算）

類団市名
H23.4.1人口

市　長 副市長 副議長 議　員

佐 倉 市
176,169人

940,000 円 800,000 円 480,000 円 460,000 円

市 川 市
461,014人

1,016,000 円 837,000 円 652,000 円 604,000 円

松 戸 市
478,986人

1,050,000 円 860,000 円 660,000 円 590,000 円

習志野市
160,991人

950,000 円 810,000 円 500,000 円 480,000 円

流 山 市
164,294人

926,200 円 799,700 円 487,950 円 458,150 円

八千代市
189,280人

980,000 円 830,000 円 480,000 円 460,000 円

浦 安 市
161,509人

1,000,000 円 830,000 円 560,000 円 520,000 円

４．特別職の報酬について

３．類似団体との比較について

　県・市町村においては、定員管理や給与情報等について、住民等が団体間の比較
を行うことができるよう、ホームページ等において、統一的内容の公表を行ってい
ます。

　佐倉市のような一般市は、国において、人口（15万人以上）と産業構造（産業別
就業人口の構成比）から、下表の市を「類似団体」として分類されています。
（全国では30団体：県内のみ記載）

一人あたり給与費

一人あたり給与費

547,750 円

520,000 円

630,000 円

　特別職の報酬についても職員と同様に、公表が行われています。「類似団体」の
状況は下表のとおりです。
（全国では30団体：県内のみ記載）

議　長

520,000 円

724,000 円

720,000 円

540,000 円

-13-



区　分 平成１２年度 平成１３年度 平成１５年度 平成１６年度

人　口 173,548 174,078 175,033 175,573

職員数 1,178 1,171 1,151 1,132

職員一人あ
たり人口 147.3 148.7 152.1 155.1

区　分 平成１７年度 平成１８年度 平成２０年度 平成２１年度

人　口 175,118 174,984 175,134 175,601

職員数 1,111 1,101 1,047 1,019

職員一人あ
たり人口 157.6 158.9 167.3 172.3

区　分 平成２２年度 平成２３年度

人　口 175,914 176,169

職員数 993 989

職員一人あ
たり人口 177.2 178.1

平成２４年度

５．職員数と職員一人あたり人口の推移について

174,624

1,168

149.5

平成１４年度

【各年度４月１日現在　単位：人】

平成１９年度

175,126

1,085

161.4

　また、佐倉市は人口あたりの職員数が少なく、職員一人でカバーする人口数は平
成２４年度で１７５.７人と県内でも有数の数値となっております。

176,072

　佐倉市の職員数は平成１２年度をピークに微減し、平成１７年度からの行政改革
以降減少となっておりましたが、育児休業に伴う任期付職員活用等により平成２４
年度は増加となっております。今後も地方分権の推進などにより、職員数は減少で
はなく維持・増加が予測されます。

1,002

175.7
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13 （ ） ……… 40旧堀田邸保存整備事業/佐倉順天堂普及啓発
事業/武家屋敷保存整備事業

教 育 総 務 課

学 務 課
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〔福祉・健康・教育・文化〕

地域福祉推進団体助成事業

成年後見支援センター事業

高齢者安心キット給付事業

さくらんぼ園管理運営事業
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高齢者福祉課

障 害 福 祉 課
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地域福祉推進団体助成事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

社会福祉課

その他地方債

90,587,000

担当所属名

福祉部

90,635,000

予算事業名

県支出金国庫支出金 一般財源
財源内訳

予算要求額

円

48,000

円 円円 円 円

　２　事業の目的

地域に密着した各種地域福祉推進事業を実施している社会福祉法人佐倉市社会福祉
協議会に補助金を支出して、その活動を支援します。

＜社会福祉協議会事業推進費補助金対象事業＞
・地域福祉ネットワーク事業 （地区社会福祉協議会等の地域福祉活動の支援等）
・介護人材育成事業 （訪問介護員養成研修の実施）

・要援護者支援事業 （善意銀行、生活福祉資金貸付等の要援護者支援）
・法人運営事業 （各種事業実施に必要な組織全体の運営管理費）

・ボランティアセンター運営事業 （ボランティア活動の促進、センター運営経費）
・福祉相談事業 （心配ごと相談、法律相談などの実施）
・市委託事業 （敬老事業、成年後見支援センター事業等）

社会福祉法人佐倉市社会福祉協議会による地域福祉を推進する事業が、継続的かつ円
滑に実施されることによって、市民参加による地域福祉の充実、向上を図ろうとするもので
す。

社会福祉法人佐倉市社会福祉協議会の市民生活に密着した地域福祉事業や、市民参
加を促進する地域福祉推進事業が実施されることで、地域福祉の充実、向上が図られ、併
せて地域住民の支え合いによる地域福祉の推進体制づくりを進めることができます。
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○負担金補助及び交付金

（１）佐倉市社会福祉協議会事業推進費補助金（事業費分）

　　＜補助対象事業に係る事業費＞　

　　・地域福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ事業 （研修等講師謝礼金、消耗品等）

　　・介護人材育成事業 （研修講師謝礼、消耗品等）

　　・要援護者支援事業 （善意銀行払出金）

　　・ボランティアセンター運営事業（活動助成費、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ賃金等）

　　・福祉相談事業 （相談員等謝礼金、通信費、消耗品等）

所要額合計

　　事業費補助金　所要額9,852千円×１/２

（２）佐倉市社会福祉協議会事業推進費補助金（人件費分）

　　＜補助対象事業に係る補助対象職員数＞

　　・地域福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ事業　1.25人

　　・介護人材育成事業　0.25人

　　・要援護者支援事業　3.75人

　　・法人運営事業　2.75人

　　・ボランティアセンター運営事業　1.0人

　　・福祉相談事業　0.5人

　　・市委託事業　1.5人

　　　※職員数は複数の事業に従事するため、整数となっていません。

市職員平均給与額等（社会保険料等事業主負担分含む。）

補助対象事業に従事する職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

円

94,857,333

平成24年度予算額

89,260,000

円

平成23年度決算額

7,792 千円

11 名

参　　　考

4,926 千円

　４　事業費の内訳

1,369 千円

85,709 千円

1,640 千円

46 千円

4,675 千円

2,122 千円

9,852千円

・社会福祉法 第１０９条（抜粋） 市町村社会福祉協議会は、市町村の区域内において地域福祉
の推進を図ることを目的とする団体であって、その区域内における社会福祉を目的とする事業を
経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者が参加するものとする。
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成年後見支援センター事業 〔新規〕

　１　事業の概要

円

2,254,000

　２　事業の目的

　３　事業の効果

円 円円 円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

社会福祉課

福祉部

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金
円

一般財源

2,254,000

（社）佐倉市社会福祉協議会へ、成年後見支援センター事業を委託して実施する。

＜成年後見支援センターの主な業務＞

・成年後見制度の広報、啓発
成年後見制度を理解し、活用していただけるよう、パンフレットの作成配布や無料の
相談会、ホームページの作成等を実施する。

・成年後見人等の申立に関する相談、手続支援
成年後見制度の利用に際して、専門家等のアドバイスが受けられる窓口を設置する。

・市民後見人の養成

市民後見人養成講座を実施するとともに、市民後見人の支援体制の整備を進める。

認知症等により判断能力が不十分な状況となった方について、その財産（預貯金、不動
産等）を保護し、社会生活上の契約（介護、施設サービス等）などにより本人の権利を守る
成年後見制度の利用を促進する。

成年後見制度の利用を促進することで、判断能力が十分でない高齢者や障害者等を、
悪質商法等から財産を守ることができ、また契約に基づく適切な福祉サービスを受けられる
ようにすることによって、より多くの市民が地域で安心して暮らすことができる。
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○委託料

成年後見支援センター業務委託料

【委託料の内訳】

（１）賃金（司法書士等専門職による相談窓口の設置）

（２）報償費（センター運営委員、市民後見人養成講座等経費）

（３）需用費（市民後見人養成講座資料等）

（４）役務費（通信料、行事保険料等）

（５）その他（ホームページ保守等）

― ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

参　　　考

198 千円

2,254 千円

　４　事業費の内訳

750 千円

761 千円

397 千円

148 千円

（社）佐倉市社会福祉協議会は、（社）千葉県社会福祉協議会からさくら広域後見支援
センターとして日常生活自立支援事業を受託し、判断能力が十分でない方の支援に取り組
んでいます。

また、成年後見制度については、法人後見事業に取り組み、現在、千葉家庭裁判所から

法人として２件の成年後見人を受任しています。
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6,650,000

　２　事業の目的

円 円円 円 円 円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

福祉部

6,650,000

予算事業名

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

高齢者福祉課
高齢者安心キット給付事業 〔新規〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯が増加する状況の中、地域での共助の仕組みづ
くりを推進する必要があります。

75歳以上の在宅で生活する高齢者等に、自分の医療情報や緊急連絡先を記入した用紙
や保険証のコピーを入れる容器『緊急医療情報キット』を高齢者福祉課・地域包括支援セ
ンター・民生委員・自治会等を通じて、希望者に配布することにより、地域での共助の仕組
みづくりの一助とします。

【参考】
※平成２５年度75歳以上（約20,000人）を対象に緊急医療情報キットを配布。
※現在、実施している『高齢者安心カード事業（携帯用）』と『高齢者安心キット給付事業
（在宅用）』として位置づけ、併せて実施する。

迅速かつ適切な救急活動ができるように、必要な医療情報等を保管する「救急医療情報
キット」を配布し、高齢者の急病等の緊急時に備え、高齢者等の安全・安心の確保と、地域
での支え合い気運の向上を図ることを目的とします。

高齢者等が安心して自立した在宅生活を継続することができる。
※平成２４年４月１日現在、６５歳以上の人口は、４１,１９４人（高齢化率：２３．４％）、７５歳以
上＝１６,３８０人であり、平成２７年には高齢化率が２８．２％になると予想されております。こ
のような中、福祉サービスに対する需要は年々増大・多様化の一途をたどっており、共助の
仕組みづくりを支援することが急務となっています。
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○需用費

安心キット（75歳以上の高齢者等）　350円×18,950個

安心キットの内容＝容器+医療情報用紙+マグネットシール+パンフレット一式

○備品購入費

デジタルカメラ　16,000円×1個×1.05

6,633 千円

　４　事業費の内訳

17 千円

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

― ―

◆千葉県内実施状況

習志野市、柏市、浦安市、袖ヶ浦市、富里市、木更津市、大多喜町
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　１　事業の概要

　３　事業の効果

障害福祉課
さくらんぼ園管理運営事業 〔継続〕

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金
円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

福祉部

9,995,000

予算事業名

円円 円 円 円

9,995,000

　２　事業の目的

佐倉市さくらんぼ園の管理運営について、指定管理者により実施するための事業経費で
す。

○指定管理制度
さくらんぼ園は、佐倉市が運営してきましたが、民間事業所が培ってきた障害児療育のノ

ウハウ等を活用することにより適切な業務遂行を図り、住民サービスの向上と管理運営コス
トの削減を目的として、平成２０年度から指定管理制度を導入しました。 現在、平成２３年
４月１日から平成２９年３月３１日を指定期間として、社会福祉法人千手会による管理運営が
行われています。

○児童発達支援センター
さくらんぼ園は、障害者自立支援法に基づく「児童デイサービス１型事業所」として、障害

児の療育支援を行なってきましたが、児童福祉法の一部改正に伴う障害児通所支援の再
編により、平成２４年４月から「児童発達支援事業」実施事業所となり、同年７月からは「福祉
型児童発達支援センター」として、療育支援に取り組んでいます。

指定管理者の専門的技能による運営を導入することにより、身近な地域での障害児や家
族への療育支援の充実を図ります。

的確な障害児の療育支援を行うことで、障害児の福祉向上が図られます。

さくらんぼ園が保育所等訪問支援や、障害児相談支援に新たに取り組むことにより、地域

でのきめ細やかな障害児支援の充実が図られます。
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○ 修繕料

　　　　・ さくらんぼ園施設修繕料　２００千円 　 ２００千円

○ 委託料

・ さくらんぼ園指定管理者業務委託料

法対象外事業分委託積算 ９,７９５千円

（兄弟登園支援事業２４０千円、歯科口腔指導６４８千円、

言語聴覚士派遣２４０千円、プール療育２，２０８千円、

音楽療法１，４００千円、水準維持保育士２，７８７千円、

用務員分２，２７２千円）

平成23年度決算額
円 円

9,995,000 10,205,865

平成24年度予算額

参　　　考

　４　事業費の内訳

指定期間（平成23年4月1日～平成29年3月31日）
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　２　事業の目的

円円 円 円 円

6,450,000

予算要求額

担当所属名

健康こども部

6,450,000

予算事業名

円
一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

財源内訳

　１　事業の概要

　３　事業の効果

子育て支援課
子育て支援企画推進事業 〔新規〕

子育て支援施策の推進に当たり、既存事業に含まれず単発的に発生する事業費につい
て、本予算事業で計上します。

①市町村子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査の実施
②第三者評価の実施

①本年8月に成立した子育て関連3法の平成27年度施行に伴う、市町村事業計画策定の
ためのニーズ調査を実施するため。
②現在進めている一部の公立保育園の民営化に当たり、その前後に第三者評価を行うこと
で民営化の効果を検証するため。

適切に予算計上することで、効果的に事務を執行でき、子育て支援施策を円滑に推進する
ことができます。
①ニーズ調査を実施することで、市の需要を踏まえた事業計画が策定できます。
②民営化前後に全保育園の第三者評価を行うことで、当該園だけでなく全体としての効果
を検証することができます。
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○委託料

ニーズ調査委託料

＊市町村子ども・子育て支援事業計画策定に係るニーズ調査委託料

第三者評価業務委託料

＊公立保育園の一部民営化に伴う第三者評価業務委託料

　（平成24年10月現在の全18保育園を対象）

　４　事業費の内訳

参　　　考

5,000 千円

1,450 千円

平成23年度決算額
円 円

― ―

平成24年度予算額

-25-



205,492,000

　２　事業の目的

予算要求額

担当所属名

健康こども部

21,970,000 65,132,000

予算事業名

一般財源
円

地方債県支出金国庫支出金
円 円

財源内訳

子育て支援課
民間保育園助成事業 〔継続〕

292,594,000

円 円円
その他

　１　事業の概要

　３　事業の効果

民間認可保育園に対し交付金を交付することで、児童の処遇向上、職員の労働条件等
処遇改善及び施設経営の安定を図ります。

・民間保育園における児童の処遇向上、職員の労働条件等処遇改善及び施設経営の安
定を図ります。
・公立・民間同水準の保育の提供を図ります。

施設運営の安定が図られ、民間保育園における児童、職員の処遇及び保育、労働環境
が向上されます。
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○民間保育園運営費等交付金

　　　・既存１２園（平成２５年４月開園予定の１園含む）分

　　　・新規１園（平成２５年１０月開園予定）分

〔内訳〕

児童の処遇向上に関する経費

施設維持管理及び運営に関する経費

職員処遇向上に関する経費

職員の細菌検査等に関する経費

予備保育士設置に関する経費

障害児保育事業

調理員の雇用に関する経費

延長保育促進に関する経費

特定乳幼児保育事業

一時預かり・特定保育に関する経費

地域子育て支援拠点事業に関する経費

※交付対象事業ごとに、交付基準額に定員数などから所要額を積算した。

過去３か年の実績値　（平成23年度　主要施策の成果の説明書より）

8,720人 7,490人

民間保育園数 10園 10園 8園

民間保育園定員数 697人

　４　事業費の内訳

275,433 千円

17,161 千円

1,000,000円

参　　　考

73,156,000円

7,617,600円

15,818,080円

46,843,000円

255,822,000 184,202,843

円 円

15,744,360円

8,700,000円

42,663,600円

1,063,360円

55,687,829円

24,300,000円

平成23年度決算額

平成２３年度 平成２２年度 平成２１年度

平成24年度予算額

682人 532人

延入園児童数 9,138人
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　３　事業の効果

一般財源地方債県支出金国庫支出金
円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

健康こども部

児童青少年課

960,000530,822,000

予算事業名

その他

　２　事業の目的

円円 円 円 円

370,444,000159,418,000

　１　事業の概要

子ども医療費助成事業（県費制度分/市費拡充分） 〔継続〕

市内に在住する中学校3年生までの子どもを対象にして、健康保険適用の医療費の一部
を助成します。

本事業は千葉県の補助事業（補助率１/２)として行っておりますが、県の補助基準は保護
者の所得制限を設け、自己負担額は、通院1回・入院1日につき３００円、通院は小学校３年
生まで、入院は中学校３年生までが対象です。市は、保護者の所得制限を設けず、自己負
担額も通院１回・入院１日につき２００円にして、入・通院とも中学校３年生までを対象にして
おり、県の補助基準より上乗せしています。なお、県の補助基準より上乗せ部分は、市費拡
充分として助成を行っております。

助成方法は、医療機関の窓口で保険証と市が発行した子ども医療費助成受給券を提示
することで、自己負担額でかかれる現物給付方式と県外の医療機関など子ども医療費助成
受給券が使用できなかった場合、一部負担額（医療費の２割又は３割）を支払った後で市
に申請する償還払い方式があります。

子どもの医療費の一部を助成することにより、子どもの保健対策の充実及び保護者の経済
的負担の軽減を図り、もって子どもの保健対策の向上及び子育て支援体制の充実を図りま
す。

・子どもの保健の向上が図られます。
・子育てにかかる保護者の経済的負担が軽減され、安心して子どもを産み育てることができ
ます。
・子育て世代を中心とした生産年齢人口の維持、選ばれるまちづくりの推進が図れます。

-28-



制度比較

○子ども医療費助成金

参　　　考

　４　事業費の内訳

千葉県補助金交付対象事業基準

扶養人数に応じて所得制限を設けている

358,587,000 340,571,631

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

０歳から小学３年生まで　通院・入院
小学４年生から中学３年生まで　入院

０歳から中学３年生まで　通院・入院

自己負担額
入院１日、通院１回につき３００円（市民税所

得割非課税世帯無料）、調剤　無料
入院１日、通院１回につき２００円（市民税所得割

非課税世帯無料）、調剤　無料

所得制限

助成対象

佐倉市の医療費助成基準

なし

○役務費
審査手数料 （０歳～中学校３年生） ２５，２６１千円

○扶助費
子ども医療費助成

０歳～小学校３年生 ３４５，６００千円
小学校４年生～中学校３年生 １５８，５５１千円

５０４，１５１千円

○需用費
印刷製本費

受給券印刷、封筒印刷、制度案内印刷等 １，３５０千円

消耗品費 ６０千円
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　３　事業の効果

健康増進課

134,096,000

　２　事業の目的

134,096,000

円
国庫支出金

円 円

　１　事業の概要

〔継続〕

円 円

財源内訳
予算要求額

一般財源
円

担当所属名

健康こども部

予算事業名

その他地方債県支出金

妊婦及び乳児健康診査事業

母子健康手帳の交付並びに、妊婦健康診査14回及び乳児健康診査2回の費用助成を行

います。

・妊婦・乳児の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図ることを目的として、健康診査
に必要な経費を助成します。
・当該事業の実施により、安心して妊娠・出産・育児が行える環境を整えます。

・医療機関に委託して行う妊婦及び乳児健康診査の実施により、妊婦及び乳児の疾病の
早期発見、早期治療に努めます。
・当該事業の実施により、妊婦及び乳児の健康の保持増進を図ります。
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単位：千円

＊委託料（　　）内＝１人が受診できる各々の健診回数

合計

73

789

2,434

14,625

54

9

41

471

45,000

母子健康手帳別冊２

転入者・再発行者用乳児健診受診票

封筒類印刷

33,500

1,963

18,750

妊婦・乳児健康診査受診票取りまとめ手数料

妊婦・乳児健康診査受診票審査・支払手数料

外国語版母子健康手帳

チャック付き　クリアパック

母子健康手帳カバー

1,425

17,500

24

12

34

3

185

妊婦健康診査委託料　C2票7,000円(2回)

積算根拠

妊婦健康診査委託料　A票15,000円(1回)

妊婦健康診査委託料　B票9,000円(4回)

色上質紙

母子健康手帳

父子手帳

母子健康手帳別冊１　+　個人情報保護シール

143

357

129,167,000 114,680,243

委託料 妊婦健康診査委託料　C1票4,000円(７回)

乳児健康診査業務委託料（２回）

扶助費

母子健康手帳交付数

129,375

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円

参　　　考

円

　４　事業費の内訳

予算科目

消耗品費

印刷製本費

妊婦・乳児健康診査費助成金（償還払い金）

要求額

手数料

1,425

134,096

妊婦健康診査受診件数（延）

乳児健康診査受診件数（延）

H21年度

1,257

14,616

2,117

H23年度

1,256

14,600

2,052

<事業実績> 単位：件

H22年度

1,205

13,891

2,059
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国庫支出金

599,387,000

　２　事業の目的

　１　事業の概要

　３　事業の効果

その他
円 円

一般財源
円 円円

教育総務課
小学校施設改築・改造事業 〔継続〕

財源内訳
予算要求額

980,268,000

地方債県支出金

担当所属名

教育委員会

192,581,000 188,300,000

予算事業名

円

教育環境の向上と耐震化を図るため、耐震診断により耐震化が必要とされる小学校教育
施設の耐震補強工事及び改築工事を実施します。

事業内容としては、平成２４・２５年度の継続事業として佐倉小校舎、平成２５年度事業とし
て井野小校舎、平成２５・２６年度の継続事業として上志津小、千代田小の体育館の耐震補
強工事の工事費と工事監理委託料を計上しました。

改築工事としては、平成２５・２６年度の継続事業として根郷小校舎、西志津小体育館の
工事費と工事監理委託料を計上しました。

また、西志津小体育館の改築工事に伴い、建設予定地となるプ－ルの解体工事費を計
上しました。

新たな事業として非構造部材の耐震化を図るため、体育館の天井材などを撤去する工事
費として王子台小と青菅小２校分を計上しました。

また、設計業務委託料として平成２４・２５年度の継続事業で千代田小、上志津小の体育
館、佐倉東小、根郷小の校舎、平成２５・２６年度の継続事業として小竹小、内郷小、下志
津小の体育館、校舎では志津小、千代田小、南志津小、印南小、井野小、下志津小の設
計委託料を計上しました。

又、過大規模校対策として平成１５年度から実施している井野小学校及び西志津小学校
の仮設教室の平成２５年度分の賃貸借料の他、現在進めている下志津小学校の教室棟と
管理棟の仮設教室の賃貸借料を計上しました。

・小学校教育施設の危険建物の改築等を行うことで、教育環境の向上と耐震化を図ります。
・仮設教室の賃貸借を行うことで、学校教育に必要な教室数を確保します。

・通常使用時及び大規模地震発生時においても安全性が保たれるとともに、大規模災害発
生時の避難場所としても使用が可能となります。
・仮設教室の賃貸借を行うことで、生徒に快適な教育環境を提供することが可能となります。
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○佐倉小学校校舎耐震補強工事（継続事業　Ｈ２４～Ｈ２５）

（全体３８０，８０４千円）　　Ｈ２５年度分　　２８６，３７９千円

○井野小学校校舎耐震補強工事（Ｈ２５）

１８６，８３５千円

○上志津小学校体育館耐震補強工事（継続事業　Ｈ２５～Ｈ２６）

（全体１０２，２８０千円）　　Ｈ２５年度分　　　４０，９１２千円

○千代田小学校体育館耐震補強工事（継続事業　Ｈ２５～Ｈ２６）

（全体１０３，５１８千円）　　Ｈ２５年度分　　　４１，４０８千円

○西志津小学校体育館改築工事（継続事業　Ｈ２５～Ｈ２６）

（全体３６９，９１１千円）　　Ｈ２５年度分　　１４７，９６５千円

○根郷小学校校舎改築事業（継続事業　Ｈ２５～Ｈ２６）

（全体２７７，５３３千円）　　Ｈ２５年度分　　１１１，０１４千円

○西志津小学校プール解体工事（Ｈ２５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４，８８５千円

○佐倉小学校外構工事（継続事業　Ｈ２５～Ｈ２６）

（全体２０，３９０千円）　　Ｈ２５年度分　　　　　８，１５６千円

○体育館天井改修工事（Ｈ２５）

王子台小学校、青菅小学校　　　　　　　　　１４，０００千円

○耐震補強等設計業務委託（債務負担行為）

○建物賃貸借料

西志津小学校、井野小学校、下志津小学校

２８６，３７９千円

１８６，８３５千円

４０，９１２千円

４１，４０８千円

円 円

１４７，９６５千円

１１１，０１４千円

752,920,000 386,985,394

１４，０００千円

８，１５６千円

３９，８１１千円

千代田小学校体育館、上志津小学校体育館、佐倉東小学校校舎、
根郷小学校校舎、小竹小学校体育館、内郷小学校体育館、
下志津小学校体育館、志津小学校校舎、千代田小学校校舎、
南志津小学校校舎、印南小学校校舎、井野小学校校舎、
下志津小学校校舎　　　　　　　　　　　　　　　７８，９０３千円 ７８，９０３千円

平成24年度予算額 平成23年度決算額

参　　　考

２４，８８５千円

　３　事業費の内訳

・平成２３年度の実績

臼井小学校校舎耐震補強工事 １校１棟
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　１　事業の概要

6,800,0004,666,000

一般財源
財源内訳

予算要求額

担当所属名

教育委員会

教育総務課

55,139,000

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金

中学校施設改築・改造事業 〔継続〕

円

　２　事業の目的

　３　事業の効果

円円 円 円 円

43,673,000

教育環境の向上と耐震化を図るため、耐震診断により耐震化が必要とされる中学校教育
施設の耐震補強設計及び改築設計を実施します。

併せて平成２３年度から平成２７年度まで債務負担行為による上志津中学校の仮設教室
賃貸借料の平成２５年度分を計上しました。

また、施設の老朽化に伴う雨漏り対策として、佐倉東中学校体育館の補修工事費を計上

しました。
新たな事業として非構造部材の耐震化を図るため、体育館の天井材などを撤去する工事

費として臼井西中学校と西志津中学校の２校分を計上しました。

・中学校教育施設の危険建物の改築等を行うことで、教育環境の向上と耐震化を図ります。
・仮設教室の賃貸借を行うことで、学校教育に必要な教室数を確保します。

・通常使用時及び大規模地震発生時においても安全性が保たれるとともに、大規模災害発
生時の避難場所としても使用が可能となります。
・仮設教室の賃貸借を行うことで、生徒に快適な教育環境を提供することが可能となります。
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○体育館天井改修工事（Ｈ２５）

臼井西中学校、西志津中学校　　　　　　　１４，０００千円

○体育館補修工事（Ｈ２５）

佐倉東中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　１１，３４０千円

○設計委託料

臼井中学校校舎及び体育館　　　　　　　　１２，２０８千円

南部中学校校舎　　　　　　　　　　 　　　　　１２，１５３千円

○建物賃借料

上志津中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　５，４３８千円

参　　　考

５，４３８千円

　３　事業費の内訳

１４，０００千円

１１，３４０千円

２４，３６１千円

390,060,000 141,031,000

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

・平成２３年度実績
志津中学校校舎耐震補強工事 １校２棟
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少人数指導支援推進事業 〔新規〕

　２　事業の目的

円円 円 円

9,005,000

円

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金
財源内訳

予算要求額
一般財源

担当所属名

教育委員会

学務課

　１　事業の概要

9,005,000

　３　事業の効果

円

・ ３名の教員を臨時的に任用し，３校の小・中学校に配置します。
・ 学校では，算数・数学をはじめとした教科の授業において少人数指導及びティーム
ティーチングを実施して，子どもの学習定着度に応じた個別の指導支援を行います。

・児童・生徒数が多い学級を数多く抱える学校に、少人数学習支援教員を配置することに
より、少人数指導またはティームティーチングを展開し、児童生徒個々への学習支援を通じ
て学習のつまずきを克服させ、一人一人の学力の向上を図ります。

・学習の習熟度に応じて、個別の指導や支援を受けられるので、効果的、効率的に学習内
容を理解し、定着させることができます。
・児童・生徒個々の学習のつまずきを見極め、つまずきを克服するよう重点的な支援を受け
られるので、学習への苦手意識が薄れ、学習意欲を高められます。
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○　学校支援補助教員賃金　【７，６２９千円】

1,300円(時給単価)×7.75時間(１日)×21日(月)×12カ月（年）×３名

＝７，６２８，４００円

○　通勤手当　【２４５千円】

324円（1日）×252日×３名

＝２４４，９４４円

○　社会保険料　【１，１３１千円】

　31,400円（月額）×12カ月（年）×３名

＝１，１３０，４００円

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

　４　事業費の内訳

― ―

参　　　考

プール施設の使用料、コーチの指導料、バスでの運搬料等含めた実施となります。
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4,680,000

円 円円 円 円 円

担当所属名

4,680,000

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金 一般財源
財源内訳

予算要求額

教育委員会

　２　事業の目的

　１　事業の概要

　３　事業の効果

指導課
小学校水泳指導委託事業 〔新規〕

プール施設の老朽化により、プール施設を再築しなかった学校が水泳指導業務委託によ
り充実した水泳指導を実施します。

プール施設がない学校における水泳指導を委託し，小学校学習指導要領での水泳学習
のねらいを達成します。

・確実な水泳授業の実施と水泳指導の充実を図ることができます。
・水泳指導業務委託により、教員とインストラクターとの協力による個に応じた水泳指導の充
実を図ることができます
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○佐倉市立佐倉小学校児童数（平成２５年度予定）

６５０人

○児童一人当たりの概算費用

１，８００円

○実施回数・時間

４回（１回２単位時間）

○事業費計

１，８００円×６５０人×４回＝４，６８０，０００円

　４　事業費の内訳

円

参　　　考

― ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円

プール施設の使用料、コーチの指導料、バスでの運搬料等含めた実施となります。
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1,469,00018,069,000

予算要求額

円

　３　事業の効果

　１　事業の概要

担当所属名

一般財源

旧堀田邸保存整備事業
佐倉順天堂普及啓発事業
武家屋敷保存整備事業

教育委員会

文化課

円 円

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金
財源内訳

　２　事業の目的

円円 円

16,600,000

文化課で管理運営している３つの文化財施設は、建築から長い年月を経た指定文化財
等を一般に展示公開しているところです。いずれも築１００年以上の建造物であり、木材・
紙・植物などの自然素材で構成されるため、経年劣化が進行した部分の補修や修繕を重
ねながら、文化財建造物を守っていくことが必要となります。

本事業は、文化財３施設の経常管理では賄うことができない大がかりな修理工事をはじ
め、既存施設をより多くの見学者に訪れていただくための普及活動等を行うものです。

①旧堀田邸の建具のうち、亀裂を生じた襖（10枚）の修繕を行う。文化庁補助金の対象とな
る要件を整え、計画提出済み
②佐倉順天堂記念館の一部展示替え、講演会実施等
③経年劣化により雨水の浸透が進行した武家屋敷の茅葺屋根を葺き替え工事。屋根材の
腐朽が下層まで進み、本体へ影響が及ぶ恐れがある旧但馬家住宅（市指定）の全面ふき替
えを行う。

・国民共通の財産である文化財を適切に維持整備して、後世に伝えます。
・文化財の保存状態を良好なものとするとともに展示内容をわかりやすく工夫し、より多くの
見学者に訪れていただくことで、佐倉市の歴史や文化を市内外に正しく広めます。

・文化財施設の整備を図り、市民や観光客等に佐倉の歴史文化を伝えるとともに、佐倉市
の価値を高めます。

・郷土の歴史や文化に誇りを持てる市民が増加することを期待できます。

・佐倉を訪れたい人が増加します。
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参　　　考

　○報償費　 ６０千円
　　　講演会講師謝金　６０千円（佐倉順天堂普及啓発事業）

　○旅費　 １９３千円
　　　特別旅費　長崎市調査　１９３千円（佐倉順天堂普及啓発事業）

　○需用費　２，９８８千円
　　　消耗品費　事業用消耗品　５０千円（佐倉順天堂普及啓発事業）
　　　修繕料　施設修繕料　２，９３８千円（旧堀田邸保存整備事業）

　○工事請負費　１４，６２８千円
　　　施設維持管理工事　１４，６２８千円（武家屋敷保存整備事業）

　○備品購入費　２００千円
　　　庁用器具費　２００千円（佐倉順天堂普及啓発事業）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事 業 費 計 １８，０６９千円

― ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

　４　事業費の内訳
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1 議会インターネット中継事業 （ ） ……… 44

2 記録用映像空撮事業 （ ） ……… 46

3 佐倉市史調査刊行事業 （ ） ……… 48

4 住民情報システム再構築事業 （ ） ……… 50

5 本庁舎保全事業 （ ） ……… 52

6 指定管理者制度導入事業 （ ） ……… 54

7 志津公民館整備事業 （ ） ……… 56

8 志津出張所仮移転事業 （ ） ……… 58

9 防災施設整備事業 （ ） ……… 60

10 地域まちづくり協議会事業 （ ） ……… 62

11 放射性物質対策事業 （ ） ……… 64

12 住宅用太陽光発電設備導入促進事業 （ ） ……… 66

自治人権推進課

環 境 保 全 課

生 活 環 境 課

社 会 教 育 課

市 民 課

防 災 防 犯 課

情報システム課

資産管理経営室

資産管理経営室

〔総務・防災・環境等〕

議 会 事 務 局

広 報 課

総 務 課
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円 円

2,697,000

　２　事業の目的

担当所属名

2,697,000

予算事業名

その他地方債県支出金 一般財源
予算要求額

国庫支出金
円 円

　１　事業の概要

　３　事業の効果

議会インターネット中継事業 〔新規〕 議会事務局

財源内訳

円 円

佐倉市議会の会議の模様を、インターネットを通じて、ライブ及び録画中継で配信します。

■ 配信対象会議
配信対象とする会議は、年4回開催する定例会及び必要に応じて開催する臨時会の本

会議とします。各定例会における平均的な本会議開催日数は6日間、臨時会は1日となっ
ています。

■ 配信日程及び審議等の内容（平均的な定例会における日程）
(1)ライブ中継

・招集日 … 議案上程，提案理由の説明
・第2日目 … 一般質問，議案に対する質疑，議案の委員会付託
・第3日目 … 一般質問
・第4日目 … 一般質問
・第5日目 … 一般質問
・最終日 … 委員長報告，委員長報告に対する質疑，討論，採決

(2)録画中継
ライブ中継で配信した映像を、会議開催日の3日後から配信します。なお、検索がより容

易となるよう、一般質問通告要旨及び会議録と関連付けることとしており、その時期は、そ
れぞれ概ね1週間後、2ヶ月後を予定しています。

議会基本条例に位置付けた活動原則『議決責任を認識し、市民に対して積極的な情報
公開を図り、説明責任を果たすこと。』の実現方策の一つとして、会議中継の視聴機会の拡
充を目的に実施します。

視聴機会の拡充により、議会活動に関する情報の取得を容易なものとし、もって市民の市
政に対する関心と理解が高まることが期待されます。
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○委託料

□ 導入経費 699千円 （税込）

議会中継ページ作成

映像ホスティング設定費用

エンコードＰＣ設置費用

議会中継システム導入指導料

エンコードＰＣリース料

□ ランニング経費 1,998千円 （税込）

議会中継ホスティング費用

議会中継システム利用料

VOICES映像リンク費用

データ加工費用

ライブ配信費用

回線使用料

　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

― ―
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　１　事業の概要

　３　事業の効果

広報課
記録用映像空撮事業 〔新規〕

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金
財源内訳

予算要求額

担当所属名

企画政策部

2,600,000

予算事業名

円 円円 円 円 円

2,600,000

　２　事業の目的

・ヘリコプターをチャーターし、デジタルカメラおよびビデオカメラでの撮影を行います。
・ビデオカメラは、振動防止装置付きのハイビジョンビデオカメラを使用します。
・撮影地点は65か所程度を予定しています。

・空から撮影し、市内の経年変化の記録を行います。
・撮影した素材は広報紙・広報番組で、施設や風景の説明、イメージ映像などでも使用しま
す。

・佐倉市内の経年変化を俯瞰的に見ることができます。
・広報番組や広報紙において、施設や市の全体的な内容説明、佐倉市のイメージを表現
する際に使用することができます。
・ハイビジョンカメラにて撮影することで、デジタル放送に適した画角となるだけでなく、クリア
でシャープな映像を記録することができます。

-46-



○委託料

平成23年度決算額
円 円

― ―

平成24年度予算額

参　　　考

2,600 千円

　４　事業費の内訳

・平成24年度（2012年4月）から、広報番組はハイビジョン放送となりました。
以降、空撮を含む記録映像はハイビジョンでの記録となります。

〔内訳〕

飛行料金（ヘリコプター・5時間30分） 2,021,250円

機材使用料（一日・オペレーター含） 346,500円

ヘリポート使用料（着陸3回・係留2時間） 149,940円
材料費・諸経費 81,900円
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円 円 円 円

9,944,000

担当所属名

総務部

円

予算事業名

円
一般財源その他

財源内訳

総務課

予算要求額
地方債県支出金国庫支出金

佐倉市史調査刊行事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

9,944,000

　２　事業の目的

平成20年度より編さんを進めている『佐倉市史』考古編の編集印刷及び刊行を実施します。

○『佐倉市史』考古編の概要
・本編と資料編の2分冊(A4判約1,100頁程度)で平成26年3月末に刊行予定
・本編は、以下の3点に留意して旧石器時代から中近世までを解説

①市民等に親しみ易い内容となるよう努め、分かり易い表現とする
②最新の調査内容や学術成果・今日的課題を踏まえた内容とする

③考古学が広く市民の理解を得ることを目指した記述とする
・資料編は、特徴的な77遺跡について遺跡毎に紹介し、併せて遺構・遺物データを

図表集計して掲載・収録

･『佐倉市史』を刊行することで、佐倉の歴史を将来へ伝えていきます。
・地域を学ぶ郷土史資料を提供します。
・考古学的手法によって得られた情報・成果を用いて、佐倉市の特色を明らかにします。

・歴史学習のための良質な参考資料となります。
・郷土に対する愛着と文化財に対する関心を高めます。
・市民が自ら地域の歴史を学ぶ一助となります。
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○報酬

　　　 市史編さん委員会考古専門部会員報酬

7,600円×7人×4回=212,800円　　

○報償費

資料提供者等謝礼品

2,000円×5件=10,000円

○旅費

　　 市史編さん委員会考古専門部会員費用弁償

16,000円×4回=64,000円

○需用費

・消耗品費　　　 事務用消耗品　53,000円

・食糧費　　　　　会議用食糧費　130円×7人×4回=3,640円　　

・印刷製本費　　『佐倉市史』考古編印刷製本費　9,500,000円

○使用料及び賃借料　

著作権使用料　　　　　　100,000円

64千円

平成24年度予算額

213千円

　４　事業費の内訳

100千円

9,557千円

10千円

平成23年度決算額
円 円

2,152,000 7,039,549

参　　　考

『佐倉市史』の編さんについては、昭和38年の「佐倉市史編さん委員会条例」の制定によ
り、市史編さん委員が委嘱され市史編さん事業を開始し、昭和46年に『佐倉市史』巻一(古
代・中世・近世)、昭和48年に巻二(近世)、昭和54年に巻三(明治期)、昭和62年に民俗編、
平成20年に巻四(大正～昭和期)が刊行されています。
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169,379,000

予算事業名

円 円円 円 円 円

169,379,000

担当所属名

総務部

その他地方債県支出金国庫支出金
財源内訳

予算要求額

情報システム課
住民情報システム再構築事業 〔継続〕

一般財源

　１　事業の概要

　３　事業の効果

　２　事業の目的

新住民情報システムの適切な運用、及び保守管理を行います。
対象業務は、下記のとおりとなります。

【対象業務】

住民基本台帳、自動交付機,印鑑登録、国保(資格、給付、税)、選挙、農業委員会選挙、
住民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税、収滞納、国民年金、後期高齢者医療、

生活保護、障害者福祉、高齢者福祉、乳幼児医療、ひとり親医療、児童手当、
児童扶養手当、保育園管理、学童保育所管理、幼稚園管理、就園援助、就学援助

・業務を標準化し、業務効率を向上させます。
・総合的なパッケージシステムにより、各業務システムの最適化を図ります。

・効率的な情報連携により、業務効率の向上を実現します。
・類似した機能を統合し、効率的なシステム運用を実現します。
・より良い市民サービスを実現するための環境を整えます。
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住民情報システム再構築事業の内訳は下記のとおりとなっています。

◎住民情報システムサービス提供業務委託(債務負担)　

◎住民情報システム保守委託

◎住民情報システム遠隔地バックアップ業務委託

◎その他委託費

この経費は、緊急対応時に要する住民情報システムSE委託費などです。

◎電子計算機ソフトウェア使用料

この経費は、住民情報システムを使用するにあたって必要な全国町字ファイルを
使用するための経費です。契約期間は単年度です。

342千円

平成24年度予算額

参　　　考

円 円

386,321,000 255,396,225

　４　事業費の内訳

平成23年度決算額

この経費は、導入時の構築費、及びシステム、インフラ、機器などの利用料などが主
なものとなっています。
契約期間は、平成22～28年度です。

この経費は、システム運用業務、システム管理用務、アプリケーション管理業務、ヘ
ルプデスク業務、出力業務などの業務を委託するものです。契約期間は単年度と
し、委託内容は毎年見直します。

この経費は、災害時に備え、遠隔地のデータセンターにデータのバックアップを委
託するものです。契約期間は単年度とし、委託内容は毎年見直します。

67,716千円

84,760千円

3,654千円

12,907千円
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円 円

119,431,000

　２　事業の目的

担当所属名

242,360,000361,791,000

予算事業名

その他地方債県支出金 一般財源
予算要求額

国庫支出金
円 円

　１　事業の概要

　３　事業の効果

本庁舎保全事業 〔継続〕 資産管理経営室

財源内訳

円 円

庁舎の耐震劣化調査の結果、１号館本庁舎棟、１号館電算室棟、３号館増築棟、４号館、

社会福祉センターの耐震性が基準に満たない建物であることが判明したことから、１号館本

庁舎棟を除く４棟の建物の安全を早急に確保する必要があるため、耐震補強を行うことを決

定し、耐震補強工事を実施します。

また、耐震性には問題はないが、老朽化により支障をきたしている議場、議会管理棟、２

号館の設備改修を実施します。

なお、１号館本庁舎棟については、構造等が特殊な建築物のため、現在、整備方針の方

向性を検討中です。

築40年を超える1号館を始めとする全ての庁舎について、建物の劣化状態及び耐震性を
確認し、市民及び職員が安全に使用できるよう改修等を行います。

市民及び職員が安全に使用できるようになります。

-52-



　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
 円 円

― 33,815,440

○委託料
設計委託料 ２０，３０８千円
設備改修設計委託料 １，０８２，０００円

（議場・議会管理棟・２号館）
耐震改修等工事監理委託料 １９，２２６，０００円
（１号館電算室棟・３号館増築棟・４号館・社会福祉センター）

引越委託料 ３６，２５６千円

サーバ機器類等移設業務委託 ６，６７３，０００円
大型プリンタ移設業務委託 ２１０，０００円
ネットワーク機器移設業務委託 １９，４４６，０００円

光回線引替業務委託 ９，９２７，０００円

○工事請負費 ３０３，６５２千円
耐震補強工事費 ２４９，５２２，０００円
（１号館電算室棟・３号館増築棟・４号館・社会福祉センター）

新電算棟新築工事費 ５４，１３０，０００円

○備品購入費 １，５７５千円
新電算棟備品購入費
移動系発電機 ２６２，５００円×６台＝１，５７５，０００円
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円 円

931,000

　２　事業の目的

担当所属名

931,000

予算事業名

その他地方債県支出金 一般財源
予算要求額

国庫支出金
円 円

　１　事業の概要

　３　事業の効果

指定管理者制度導入事業 〔継続〕 資産管理経営室

財源内訳

円 円

指定管理者制度の新規導入施設及び更新施設における事業者の選定のため、指定管
理者審査委員会の運営を行います。

指定管理者審査委員会における学識経験者や市民公募である外部委員による公平な審
査を通じて、指定管理者制度の円滑な導入を推進します。また、各担当課と調整を図り、市
全体での共通性を持たせる事項等について、統一的な運営を実現します。

指定管理者審査委員会の運営を滞りなく行うことにより、最終的には新規導入施設、更新
施設ともに指定管理者が決定するなど指定管理者制度の円滑な導入の推進につながりま
した。また、指定管理者制度導入施設のモニタリングを実施するなど統一的な運営の実現
につながりました。
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　３　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

528,000 397,988

指定管理者の指定手続といたしましては、まず指定管理者が行う管理運営業務について、
必要な経費を積み上げた上で、債務負担行為を設定いたします。その債務負担行為の額
を委託料上限額として示し、募集要項等により指定管理者の募集を行います。

各事業者により、業務基準書や利用実績等をもとに、収支計画書や事業計画書等を含め
た申請書類が提出されます。

提出された申請書類に基づき、審査委員会（学識３名、市民公募２名、計５名）による書類

審査及びヒアリング等が行われ、その審査結果を踏まえ、事業者の選定を行います。
以上の流れを経て、選定した業者の提示した金額が実際に支払う委託料となり、議会の

議決後、指定管理者の指定を行います。

○報酬 578千円
佐倉市指定管理者審査委員会委員報酬
（委員長8,100円＋委員7,600円×４人）×１５回＝577,500円

○報償費 215千円
佐倉市指定管理者審査委員会予備審査等謝礼

15,000円×6人×2回＝180,000円
佐倉市指定管理者審査委員会オブザーバー謝礼

（7,600円＋交通費相当1,000円）×１人×４回＝34,400円

○旅費 105千円
佐倉市指定管理者審査委員会委員費用弁償

7,000円×15回＝105,000円

○需要費 33千円
佐倉市指定管理者審査委員会 会議用食事代

500円×5人×13回＝32,500円
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82,426,000

　２　事業の目的

円 円円 円 円 円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

教育委員会

142,600,000225,026,000

予算事業名

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

社会教育課
志津公民館整備事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

志津公民館整備事業につきましては、平成２７年度の開設を目指し、志津公民館、志津

図書館分館、志津出張所、志津児童センター、志津南部地域包括支援センター等を合わ

せた複合施設として、志津出張所用地への建設を予定しております。平成25年度において

は、出張所解体、土地購入、複合施設改築設計、地質調査等を行います。

施設の老朽化及び耐震基準値を下回る志津公民館について、地域における学習拠点、
人づくり、まちづくりの拠点としての機能に加え、利便性を高めるよう整備事業を行います。

また、志津駅周辺の他の老朽化した施設も含めた複合施設とすることにより、効率的な施
設の耐震・老朽化対策を図ります。

安全で且つ利便性の向上に配慮した施設環境を整えることにより、多世代の市民の皆様
が交流を図りながら文化的教養を高め、様々な学習活動に取り組みながら、学習成果を踏
まえた地域活動を行うことが出来ます。 また、複合施設としての利点を生かした市民サー
ビスの向上とともに、複合化による施設総量の適正化と維持管理費の効率化を図ることが
できます。
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　平成25年度予算におきましては、出張所解体、駐輪場解体、土地購入、複合施設改築

設計、地質調査を行います。

◆事業費の内訳

役務費 ・その他役務費 電話移設手数料 (150千円)

   　適応指導教室電話施設手数料 100千円

　　 　　 　電話設備・局線収容・データ設定作業 50千円

委託料 ・設計委託料 (10,000千円)

　　　 　複合施設改築設計業務委託(前払金） 10,000千円

・地質調査委託料 (6,600千円)

　志津公民館等複合施設改築地質調査業務委託 6,600千円

・その他委託料(物品運搬業務委託料) (1,210千円)

　志津図書館分館荷物移転業務委託 745,300円

　適応指導教室移転業務委託 464,100円

工事請負費 ・施設改修工事 (16,488千円)

　　　志津出張所解体工事費(前払金） 8,928千円

　　　北口駐輪場解体工事費(前払金） 7,560千円

公有財産購入費 ・土地購入費 (148,300千円)

　　　　　　 　土地の買収経費 148,300千円

備品購入費 庁用器具費 (345千円)

適応指導教室設置用ローパティション 26,000円×10台×1.05=273千円

適応指導教室設置用キャスター付安定脚 2,200円×20台×1.05=47千円

搬入・組立・設置費 24,000円×1.05=26千円

補償補てん及び賠償金 ・補償補てん及び賠償金 (41,933千円)

　　　　　　　　　　　　　移転補償費 41,933千円

　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

15,019,000 997,500

建設予定地の隣接地を新たに取得する可能性が出てきたことにより、敷地の拡大が図ら
れた場合には、駐車場の確保や道路とのアクセスなどの利便性や、既存駐輪場活用などの
設計自由度の向上につながるものと考え、基本設計・実施設計については、平成25年度以
降の実施となります。
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13,607,000

　３　事業の効果

〔新規〕

一般財源
財源内訳

予算要求額

担当所属名

市民部

市民課

　２　事業の目的

13,607,000

円

　１　事業の概要

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金

志津出張所仮移転事業

円円 円 円 円

志津公民館等を含む複合施設の新設工事に伴い、現在、志津出張所で使用している建
物を取り壊すため、複合施設新設工事完成までの期間、志津出張所の機能を確保するた
めに仮移転を行います。

志津地区周辺などの出張所利用者へ、複合施設新設工事期間中も出張所におけるサー

ビスを継続して提供することを目的とします。

出張所を工事期間中に仮移転し業務を継続することにより、地域で安定した市民サービス
を提供することで、市民の利便性が向上します。
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○光熱水費

・ 電気料（空調機含）　　　 × 3カ月

○委託料

・警備委託料 × 3カ月

・清掃委託料

・引越委託料

○使用料及び賃借料

・建物賃借料 × 3カ月

○工事請負費

・建物改装工事費

・回線移設料 × 2回線

参　　　考

10,000,000円

342,000円

１０，６８４千円

　４　事業費の内訳

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

― ―

324,100円

24,675円

96,588円

1,328,000円

150,000円

９７３千円

７５千円

９７千円

１，３２８千円

４５０千円
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防災施設整備事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

市民部

円

48,524,000

　２　事業の目的

一般財源
財源内訳

予算要求額

担当所属名

防災防犯課

48,524,000

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金
円 円円 円 円

・ 防災行政無線子局スピーカーの整備を行うとともに、防災行政無線からの情報を受信で

きる専用端末である防災ラジオを導入します。

・ 防災井戸施設の修繕等を行います。

情報伝達手段の拡大・拡充として、市内への防災行政無線子局スピーカー施設の設置と
ともに、専用受信端末である防災ラジオの導入・配布を行い、災害関連情報をはじめとする
様々な行政情報を、いち早く伝達する。

また、広域避難場所である学校施設への防災井戸施設の修繕等を行い、災害時等にお

ける広域避難場所での水を確保する。

災害時に、これら施設を活用し、正確な情報伝達、または避難所での水の確保など、早期

に的確な災害対応を行うことができる。
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  ○工事請負費

・防災行政無線施設設置工事

４，８７１，０００円×３基×１．０５＝１５，３４３，６５０円 １５，３４４千円

・防災井戸設置工事

　　 ２，１００，０００円×１．０５＝２，２０５，０００円 ２，２０５千円

○備品購入費

　・防災ラジオ購入

　　 ５，９００円×５，０００台×１．０５＝３０，９７５，０００円 ３０，９７５千円

74,025,000 36,759,450

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

参　　　考

　４　事業費の内訳
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7,212,000

円 円

7,212,000

円

　２　事業の目的

円円 円

予算事業名

地域まちづくり協議会事業 〔継続〕
自治人権推進課

財源内訳
予算要求額

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

担当所属名

市民部

　１　事業の概要

　３　事業の効果

・地域まちづくり協議会は、市民協働によるまちづくりを進めるため、平成１９年から開始さ
れた制度です。

・現在、佐倉市内には、条例に基づいて認証した５つの地域まちづくり協議会が設立され、
住みよいまちづくりのため、自治会とまちづくりの担い手となる各種団体が連携して各種
事業を展開しています。

・市は、既存の地域まちづくり協議会の実施する事業に対し、財政的支援や人的支援等を
行っており、また、協議会未設置地区への設立に向けた支援も併せて行っています。

・区域内で活動する自治会や地域で活動する各種団体が、それぞれの目的や活動を尊重
し、緩やかに連携・協力することで、地域が抱える課題の解決を図ることを目的としていま
す。

・地域の人たちが主体となり、地域の身近な課題解決に向けて、地域が一体となって
取り組むことにより、地域の活性化が期待できます。

・協議会では、様々な団体及び住民が集まり活動しているため、異世代交流やコミュニ
ケーションが促進され、また、各種事業の実施にあたっては、地域の人材活用により
それぞれの団体・個人が有するノウハウやマンパワーを活かすことができます。

・まちづくり協議会の活動をとおして、日頃からの豊かな人間関係と支え合いによる
「地域 の絆」を再生し深めることにより、災害発生時には「共助」により被害を最小限に
抑えるこ とが期待されます。
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○報償費　　謝礼金 円

　　　　　　　　　　　専門家支援謝礼金

　　　　　　　　　　100,000円×7団体分＝700,000円

○需用費　　消耗品費 円

地域まちづくり協議会設立時消耗品　　　　60,000円

　　　　　　　　　　コミュニティ関連書籍　 2,000円×10冊＝20,000円

　　 　　　　食糧費 円

　      　　　    設立準備会議時食糧費　20,000円×4団体＝80,000円

○委託料　　まちづくり協議会結成時支援業務委託料 円

　　　　　　　　　設立準備用　外部アドバイザー派遣

　　　　　　　　　　　30,000円×2回×1.05×4団体＝252,000円

○負担金補助及び交付金 円

地域まちづくり協議会事業交付金

新規：700,000円×1団体＝　700,000円

既存：900,000円×6団体＝5,400,000円

事　業　費　計 円7,212,000

700,000

80,000

252,000

6,100,000

　４　事業費の内訳

80,000

平成23年度決算額
円 円

参　　　考

7,212,000 2,846,103

平成24年度予算額

【活動指標・成果指標】

平成２３年度 認証協議会数 ５団体

実施事業数 ３２事業
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予算事業名

その他地方債県支出金
円

28,430,000

担当所属名

環境部

1,399,000

環境保全課
放射性物質対策事業 〔継続〕

財源内訳

円円 円 円
国庫支出金

円
一般財源

予算要求額

　１　事業の概要

　３　事業の効果

　２　事業の目的

29,829,000

・佐倉市放射性物質除染計画に基づき、放射性物質低減対策工事等を行います。
・放射線の影響を受けやすい子どもたちが集まる施設を中心に市内全域の放射線量率測
定を実施します。

・給食用食材や農産物等の放射能測定を実施します。
・市内道路側溝汚泥対策工事を実施します。

放射性物質の除染等を実施し、市民の健康と安全・安心な生活環境を確保します。

放射性物質の除染等により市民の不安を解消できます。
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498,750

合計 29,829,000

除染工事終了施設数

保育園等（３８地点）、幼稚園、学校（５２地点）、毎月測定し、ホームページ
及び広報に掲載。

公園等（３１５地点）及び道路側溝等（１９２地点）不定期測定し、ホームペー
ジ及び広報に掲載。

保育園２園、児童施設２施設、小学校５校、中学校２校、公園等３４施設　合
計４５施設（平成２４年度は４施設、除染工事終了）

空間放射線量率測定

工事請負費

315,000

委託料 15,885,000

機器保守点検委託料　　　　　　　　　小計　2,030,000円

　食品放射能システム　　　　300,000円×2台×1.05 630,000

　空間放射線量率計　　　　　150,000円×4台×1.05 630,000

　緊急時放射線量率測定 ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ 95,000円×5検体×1.05

63,254,000 14,999,721

　４　事業費の内訳
（単位：円）

予算科目 要求額 積算根拠

旅費 13,000 普通旅費　4,120円×3回

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

食品放射能測定    

参　　　考

保育園、学校給食食材及び市内産農産物等の放射能測定を実施。（保育
園１００検体、学校６８検体、農産物等２３検体）

12,600,000 除染工事　佐倉市道路側溝汚泥対策工事 12,600,000

　空間放射線量率測定業務委託 9,576,000

　除染済実施空間放射線量率測定業務委託 3,675,000

　緊急時放射線量率測定 ｶﾞﾝﾏ線  20,000円×5検体×1.05 105,000

　表面汚染計　　　　　　　　160,000円×3台×1.05 504,000

　放射線モニタ　　　　　　   45,000円×5台×1.05 236,250

　ポケット線量計　　　        7,000円×4台×1.05 29,400

調査委託料　　　　　　　　　　　　 小計　13,855,000円

消耗品費　事業用消耗品 50,000

修繕料　物品修繕料　　　　　　　　　小計　1,281,000円　

12,360

需用費 　食品放射能システム修繕費　320,000円×1台×1.05 336,000

　空間放射線量率計修繕費　　300,000円×2台×1.05　　

　表面汚染計修繕費　　　　　300,000円×1台×1.05

630,000

1,331,000
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生活環境課
住宅用太陽光発電設備導入促進事業 〔継続〕

　３　事業の効果

環境部

　２　事業の目的

　１　事業の概要

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金 一般財源
財源内訳

予算要求額

担当所属名

2,334,0004,666,0007,000,000

円 円円 円 円 円

佐倉市住宅用太陽光発電設備設置費補助金交付要綱に基づき予算の範囲内で補助を

行います。事業費の財源内訳につきましては、２／３は千葉県住宅用太陽光発電設備導入

促進補助金を活用することとし、１／３は市の一般財源となります。

補助金額
発電設備の最大出力のキロワットに１キロワットあたり２万円を乗じて得た額（１千円未満の

端数は切り捨て）で、７万円を限度とします。

(例) ・3.42ｋｗの場合
3.42ｋｗ×20,000円＝68,400円 補助金額68,000円（千円未満切り捨てのため）

・4.28ｋｗの場合
4.28ｋｗ×20,000円＝85,600円 補助金額70,000円（７万円が限度のため）

住宅用太陽光発電設備の設置費用に対して補助を行うことで、地球温暖化の防止及び
地域における再生可能エネルギーの導入促進を図ることを目的とします。

住宅用太陽光発電設備の設置費用に対して補助を行うことで、地球温暖化の防止及び
地域における再生可能エネルギーの導入促進に資するようにします。
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― ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

参　　　考

　７０，０００円（補助限度額)　×　１００件（補助対象件数）＝７，０００，０００円

　４　事業費の内訳

○平成２４年度受け付け実績：１０８件
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10 勝田台・長熊線整備事業 （ ） ……… 100

11 （ ） ……… 104下 水 道 課下水道施設（汚水）改修事業
[下水道事業特別会計]

道 路 建 設 課

公 園 緑 地 課

公 園 緑 地 課

建 築 指 導 課

建 築 指 導 課

志津霊園対策室

〔産業・都市基盤〕

農 政 課

産 業 振 興 課

産 業 振 興 課

道 路 建 設 課
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　２　事業の目的

円円 円 円 円

4,987,000

予算要求額

担当所属名

産業振興部

3,400,0008,387,000

予算事業名

円
一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

財源内訳

農政課
６次産業化事業 〔新規〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

地域の特性を活かした農林水産物を素材として、加工することにより付加価値を創出し、
それを流通・販売するなど、地域の第１次産業としての農林水産業とこれに関連する第２
次・第３次産業に係る事業を融合させることにより、総合的かつ一体的な産業を進めて、農
林漁業者の所得の増大や雇用の創出により地域の活性化を図ります。

・農林水産物の付加価値の増加
・農林漁業者の所得向上
・農林水産業の活性化
・雇用の創出

・６次産業化説明会を３会場で開催いたします。
また、地域の要望による説明会を適宜開催するとともに個別の相談を実施します。

・６次産業化の相談を適切に指導していくため、先進地への視察をおこないます。
・農林水産物の高付加価値化等（新たな加工、新たな流通・販売）を図るために必要な機
械、施設整備を支援します。
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○需用費

消耗品　　200千円　【６次産業化の説明会、相談会の開催】

○旅費

先進地視察　187千円　【６次産業化の先進地への視察】

○負担金補助及び交付金　　【機械、施設整備を支援】　　補助率１/２

６次産業化事業補助金　　8,000千円

  (1)新品種・新品目・新作型の導入を検討するための展示ほ設置や加工商品の試作等

  (2)商品包装づくり，販売促進用資材・チラシ作成，商談会開催等

⇒(1)及び(2)　200千円×2件×1/2＝200千円

  (3)加工・販売等に関する機械・施設等

       ア　農産物加工機械・施設

       イ　農産物販売施設

       ウ　農産物提供施設

⇒(3) 3,200千円×3件×1/2＝4,800千円

  (4)(3)の設置に必要な機械・施設等

       ア　排水処理施設

 ⇒(4)　6,000千円×1件×1/2＝3,000千円

　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

― ―

-71-



10,000,000

円 円円 円 円 円

担当所属名

10,000,000

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金 一般財源
財源内訳

予算要求額

産業振興部

　２　事業の目的

　１　事業の概要

　３　事業の効果

産業振興課
中小企業資金融資基金事業 〔新規〕

本事業の基金を原資として、創業支援等に対応する融資制度を新たに創設し、信用保
証協会及び金融機関と連携して融資を行います。

創業等に関する資金の融通を円滑に行うことにより、起業を増やし、市内産業の振興を
図ることを目的とします。

・起業が増え、市内産業が活性化するとともに、商店街が活性化されることが期待されます。
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○繰出金

　中小企業資金融資基金繰出金　　　　　　　　　　　　　　　10,000千円

　４　事業費の内訳

円

参　　　考

― ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円

中小企業資金融資基金事業は、基金の1億4千万円を原資として、決済用預金で市内各
取扱金融機関に預託し、基金の10倍である14億円までの範囲内で、市内中小企業者に融
資を行っています。

○平成23年度末までの融資件数および実行額
188件 878,723,160円

平成25年度は、本事業の基金に１千万円を増資し、１億５千万円といたし、創業・事業転
換等を支援する資金融資を行います。
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産業振興課

円

　１　事業の概要

　３　事業の効果

予算事業名

その他地方債県支出金 一般財源
円

国庫支出金
円 円 円

観光施設整備事業
観光資源創出事業

〔継続〕
〔新規〕

財源内訳
予算要求額

28,991,000

担当所属名

産業振興部

円

28,991,000

　２　事業の目的

佐倉市独自の歴史、自然、文化に根ざした地域の魅力を、観光資源として環境整備し、
事業実施します。

〈観光施設整備事業〉 20,554,000円
・観光施設等を整備します。
・平成25年度は、佐倉ふるさと広場トイレ改修、水上散策船船着場整備、観光案内板の

改修、及びサンセットヒルズ旧トイレ棟解体撤去を企画しています。

〈観光資源創出事業〉 8,437,000円
・平成25年度は、印旛沼体験観光と自転車による観光資源の創出を企画しています。

観光施設等を整備することにより、観光資源を創出し、観光振興を図ることを目的とします。

・観光施設等を整備することにより、効果的な観光振興を図ります。
・観光資源を創出することにより、観光やレジャー余暇等を楽しむ需要に応じられる機会

が増えることが期待されます。
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〈観光施設整備事業〉

○工事請負費

ふるさと広場トイレ改修工事

観光案内板改修工事　335,000円×19か所

サンセットヒルズ旧トイレ棟解体撤去工事

飯野台観光振興施設船着場整備

〈観光資源創出事業〉

○備品購入費

　　電動自転車115,000円×9台×1.05　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　水上散策船　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

8,295 千円

円

― ―

円

平成24年度予算額 平成23年度決算額

6,365 千円

796 千円

7,350 千円

参　　　考

1,087 千円

　４　事業費の内訳

5,098 千円
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　１　事業の概要

　３　事業の効果

道路建設課
幹線道路整備事業 〔継続〕

予算事業名

円

　２　事業の目的

担当所属名

土木部

35,805,000 26,100,000

円
一般財源その他地方債

円 円 円 円

58,450,000

予算要求額

120,355,000

県支出金国庫支出金
財源内訳

臼井田Ⅰ－４２、岩富６－２６３、井野Ⅱ－２３、羽鳥Ⅰ－１７号線の道路改良工事及びこれら
に附帯する、信号機新設工事、未買収地の用地取得、工作物補償等を実施します。

現状の道路網を踏まえ、アクセス性の向上やに渋滞解消などに対応するため、幹線道路
の車道拡幅整備や歩道整備を行い、市民生活の安心、安全、快適性の向上を図りながら、
国県道、都市計画道路を軸とした道路網の構築に努めます。

歩道整備や道路拡幅により道路利用者の安全性や快適性の向上が図られるとともに、幹
線道路網を整備することにより交通渋滞の緩和や交通事故削減を図ります。また、アクセス
性が向上することで地域間交流が拡大し地域経済の活性化が図られます。
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○工事費

臼井田Ⅰ－42号線 千円

岩富６ー２６３号線 千円

井野Ⅱ－23号線 千円

羽鳥Ⅰ－17号線 千円

○公有財産購入費

臼井田Ⅰ－42号線 千円

井野Ⅱ－23号線 千円

その他　４路線 千円

○補償費

　 臼井田Ⅰ－４２号線 千円

井野Ⅱ－２３号線 千円

岩富６―２６３号線 千円

直弥Ⅰ－３５号線 千円

○その他 千円

18,000

3,542

4,750

L=  ５０m

L=　４０m

500

A=３９５㎡

A=　２２㎡

3,160

1,100

2,558

(工作物補償)

円 円

参　　　考

116,679,000 104,024,536

35,000

8,500

2,000

37,000

平成24年度予算額 平成23年度決算額

L=２５０m

L=２５０m

(工作物補償)

(工作物補償)

(工作物補償)

4,245

　４　事業費の内訳

市内の各地区を結ぶ道路は、幅員が狭く、各所で交通渋滞が発生していることから、交通
渋滞の解消、安全性の確保、利便性の向上が求められます。このことから幹線道路等の整
備は必要であります。

平成２３年度事業実績
工事

臼井田Ⅰ－４２号線(盛土工事)             Ｌ＝５３１ｍ Ｖ＝３，７３３ 
岩富６―２６３号線(車道部基層工事) Ｌ＝１８０ｍ Ａ＝３，８９７㎡

公有財産購入
臼井田Ⅰ－４２号線 Ａ＝７３４．５７㎡

上座２－９７８号線 Ａ＝ ２３．４９㎡

-77-



-78-



-79-



-80-



-81-



-82-



-83-



69,410,000

３・４・５井野・酒々井線外１路線道路改良事業 〔継続〕

　２　事業の目的

31,000,000100,410,000

　３　事業の効果

予算事業名

その他
円 円 円 円 円 円

担当所属名

土木部

道路建設課

　１　事業の概要

一般財源
財源内訳

予算要求額
地方債県支出金国庫支出金

道路改良工事 及び橋梁修正設計、また、これらに附帯するCBR試験業務委託 、未買収
地の用地取得、工作物補償等を実施します。

市内を東西方向に通る本路線の整備により円滑な交通処理、良好な市外地環境の形成、
災害時の防災性の向上を図り、併せて佐倉市の東西方向の幹線道路である国道296号の
慢性的交通渋滞の解消を図ります。

・佐倉市と八千代市を結ぶ幹線道路として、社会経済活動の促進及び交通アクセスの充実
に寄与し、また、296号の交通渋滞の解消につながります。

-84-



○工事費

　　　　道路改良工事 　L=200m 　　　　　　　　　　　　　 千円

○委託費

　 橋梁修正設計業務委託 L=47.6m 千円

CBR試験業務委託 個所数３個所 千円

その他 　　　　　　　　　　　　　　　　 千円

○公有財産購入費

公有財産購入費 Ａ＝９５㎡ 千円

○補償費

　　　　工作物補償費 一式 千円

　

○その他   千円

合計 千円

12,238,000 73,662,246

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円

参　　　考

100,410

1,700

円

4,400

10

　４　事業費の内訳

79,800

4,300

1,200

9,000

・井野・酒々井線草刈業務委託 L=19,300㎡
・公有財産購入 A=95.81㎡
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69,000,000

　２　事業の目的

円 円円 円 円 円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

都市部

65,000,000134,000,000

予算事業名

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

公園緑地課
岩名運動公園拡張整備事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

岩名運動公園にサッカーやラグビーのできる多目的球技場を整備しています。平成25年
度はグラウンド表層舗装工事を行い、ゴール等の備品を購入します。

・市民が気軽に運動に親しむことのできる場、スポーツを通じた交流の場を整備することによ
り、誰もが生涯にわたって体を動かす楽しみを感じることのできる環境の形成を目指します。
・施設が不足している現状を改善し、スポーツを通じた地域コミュニティの形成や世代間交
流が促進される場の創出を目指します。

・誰もがいつでも安心して利用できる施設の整備を通じ、多様化する市民の需要を満たしつ
つ、健康づくりや青少年の心身育成に資する場、市民生活に潤いや安らぎをもたらす身近
な憩いの場の創出を図ります。
・近隣市町村団体等との交流大会を開催できる規模の施設を整備することで、スポーツを通
じた市民交流が促進される場の創出を図ります。
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　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

234,440,000 129,170,250

・年間を通じ、誰もが安全で快適に利用できる施設であること。
・地域コミュニティの形成や世代間交流に資するスポーツにも対応可能であること。
・近隣市町村との交流試合が行える規模を有し、スポーツを通じた交流の一助となること。

・平成17年度から用地取得し、平成24年度まで造成工事を進め、平成25年度にはグランド

舗装を完成させる予定です。

○工事請負費
施設設備工事

・グランド舗装 １３２，０００，０００円

○備品購入費
庁用器具費 １,５００，０００円

○委託料
調査委託料 ５００，０００円

-89-



17.0

9.5

14.2

8.8

18.7

15.3

12.5

9.3

16.8

20.3

12.8

8.1

6.1

5.6

6.2

1020

27.4

6.5

27.4

5.8

6.9

6.7

5.

7.2

30.6

6.6

10

7.2

10

30

20

30

20

7

27.4

26.3

26.5

25.8

26.2

15.226

26.8

26.2

26.2

27.1

27.5
27.6

26.4

26.4

26.2

26.8

26.7
26.1

26.8

24.9

27.9

26.9

27.1

27.2

27.3

28.4

27.5

27.8

I 5 0 0 0
1 0 00 2 0 0

-90-



-91-



56,681,000

　２　事業の目的

円 円円 円 円 円

財源内訳
予算要求額

担当所属名

都市部

44,000,000100,681,000

予算事業名

一般財源その他地方債県支出金国庫支出金

公園緑地課
公園整備事業 〔継続〕

　１　事業の概要

　３　事業の効果

岩名運動公園陸上競技場改修工事
岩名運動公園スポーツ資料館屋根補修工事

・公園利用者のニーズに対応したサービス（スポーツ・余暇活動拠点、都市防災拠点、地域
振興拠点等）を提供します。
・安心して安全に利用できる快適な公園施設を提供します。

公園は、良好な都市環境を形成するのみならず、子供から高齢者までの幅広い年齢層の
自然とのふれあい、レクリエーション活動、健康運動、文化活動等多様な活動の拠点となっ
ています。整備によって、身近な憩いの場として人びとが集い、安心して多様な活動を行う
ことのできる場の創出と保持が可能となります。
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　４　事業費の内訳

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

1,495,000 4,987,500

各公園の特徴を生かした公園整備

○工事請負費
施設設備工事

・岩名陸上競技場改修工事 ９５，８５５，０００円
・スポーツ資料館屋根改修工事 ４，３２６，０００円

○委託料
測量委託料 ５００，０００円
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円

　３　事業の効果

　１　事業の概要

8,970,00013,837,000 4,962,00027,769,000

予算要求額

担当所属名

一般財源

既存建築物耐震改修等支援事業
都市部

建築指導課

円 円

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金
財源内訳

〔継続〕

　２　事業の目的

円円 円

木造住宅耐震診断、木造住宅耐震改修工事、木造住宅耐震改修工事と同時に行うリ
フォーム、震災時において、ご自身では避難することができない老人世帯等を対象とした耐
震シェルターの設置とそれと同時に行うリフォーム、分譲マンションの耐震診断への補助を
行います。

戸建木造住宅の耐震診断を行い、必要に応じて補強工事を行うことにより、地震による被
害の減災を目指します。

住宅が耐震化されたことにより、市民が安心して日常生活を営むことが出来ます。
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○　耐震相談会相談員謝礼　　　　　　　　　　　　　　　６０，０００円

○　木造建築物耐震診断補助金　　　　　　　　　４，４２５，０００円

　　　　耐震診断補助金　（～　Ｓ５６）　　　　　　　　　　２，６２５，０００円

　　　　耐震診断補助金　（Ｓ５６～Ｈ１２）　　　　　　　　１，８００，０００円

○　木造住補強改造工事補助金　　　　　　　　２２，２５０，０００円

　　　　耐震補強工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５，０００，０００円

　　　　同リフォーム補助　　　　　　　　　　　　　　　　　３，０００，０００円

　　　　シェルター設置工事　　　　　　　　　　　　　　　２，５５０，０００円

　　　　同リフォーム工事　　　　　　　　　　　　　　　　　１，７００，０００円

○　マンション耐震診断補助金　　　　　　　　　　１，０３４，０００円

　　　　マンション耐震予備診断　　　　　　　　　　　　　　　　３４，０００円

　　　　マンション耐震本診断　　　　　　　　　　　　　　　１，０００，０００円

参　　　考

7,069,000 7,069,000

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

　４　事業費の内訳

参 考

平成24年度予算額 平成23年度決算額 円 円

国庫支出金

社会資本整備総合交付金 １３，８３７，０００円 （補助率 １／２）
県支出金

住宅・建築物耐震関連補助金 ４，９６２，０００円 （補助率 １／２）
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　２　事業の目的

　３　事業の効果

円円 円 円 円

12,922,00011,865,00024,787,000

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金

住生活基本計画策定事業 〔継続〕

円
一般財源

財源内訳
予算要求額

担当所属名

都市部

建築指導課

　１　事業の概要

市民の豊かな住生活の実現に向けて、住生活の安定の確保及び向上の促進に関する理
念や推進すべき方向性を定める「佐倉市住生活基本計画」を、住生活基本計画策定検討
委員会の開催等により作成します。

佐倉市住生活基本計画は、平成２４年度から策定に着手し、平成２５年度に完成するよう
事業を進めています。

なお、平成２５年度は、空家の利活用を図るための基礎資料を得ることを目的に、空家調
査を実施します。

市民の豊かな住生活を実現するために、佐倉市の地域の活性化及び地域独自の需要に
応じた住宅計画を策定します。

佐倉市住生活基本計画の策定により、住宅施策が推進され、市民の豊かな住まい・環
境・地域社会の実現が図られます。
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○報償費

住生活基本計画策定委員謝礼

○需用費

会議用食糧費

計画書印刷製本費

○委託料

空家調査委託料

717,000 ―

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

　４　事業費の内訳

705,000円

12,000円

340,000円

23,730,000円

参　　　考

国庫支出金
社会資本整備総合交付金 11,865,000円（補助率1/2）
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　１　事業の概要

　３　事業の効果

　２　事業の目的

担当所属名

8,796,000

財源内訳

円

予算事業名

その他
円 円

志津霊園対策室

円

220,116,000

国庫支出金
円 円

228,912,000

勝田台・長熊線整備事業 〔継続〕

地方債県支出金 一般財源
予算要求額

国道296号の渋滞緩和と、志津霊園周辺地区住民の安全性の向上を促進するため、都市
計画道路勝田台・長熊線の志津霊園関連区間157.5mの早期開通を図るものです。

平成25年度においては、本昌寺新墓地へと移転する本昌寺墓地使用者に対して、墓地
移転工事の進捗状況に合わせ、補償費を支出していきます。

都市計画道路勝田台・長熊線は、佐倉市を東西に横断して国道16号、国道51号とを結
ぶ主要幹線道路です。現状における国道296号の渋滞緩和を図るためには、本路線の整
備により、広域幹線道路として佐倉市隣接区域との通行ル-トを確保する必要があることか
ら、残る未開通部分である志津霊園関連区間の道路を早期に整備、開通させる必要があり
ます。

志津霊園関連区間の道路が開通することにより、国道296号の渋滞緩和及び志津霊園周
辺地区への迂回車両の排除が期待され、地区住民の安全性の向上が図られます。
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平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

491,631,000 173,491,166

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　計　  　 　　　　 1,995千円

　４　事業費の内訳

勝田台・長熊線基金利子の積立　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 3千円

廃棄物手数料(西志津市有地草刈時の処分場手数料)　　 　　　　　　　 74千円

志津霊園5寺・本昌寺墓地使用者交渉時有料道路通行料等　　　　　　 58千円

○損害回復関係の主なもの・その他

本昌寺墓地移転補償費(墓地使用者分)　　　　　　　　　　 　　　　　225,647千円

道路開通関係弁護士法律相談料(52,500円×3回)　 　　　 　　　　　　　158千円

○道路開通関係の主なもの

志津霊園5寺・本昌寺墓地使用者交渉等旅費(2人×60回)　　　　　　　438千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　計　　　    　　　   585千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業費　計　　　　   　228,912千円

志津霊園周辺市道の交通量調査(年1回)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　31千円

弁護士への民事執行等業務委託　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 1,470千円

○その他

損害回復にかかる弁護士相談料(52,500円×10回) 　　　　 　　　　　　 525千円

西志津市有地草刈(3回)等維持管理業務委託料　　　　　　　　　 　　　 212千円

参　　　考

事業用消耗品費・食糧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　　296千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　計   　　　　　226,332千円

志津霊園関連区間の道路が未開通である現状では、国道296号の渋滞が解消されず、ま
た、志津霊園周辺の住民においては、迂回車両による危険性が増大していることを踏まえ、
同区間の早期開通が必要となっています。

＜平成２３年度事業概要＞
・事業用地に係る３件（本昌寺分、専福寺分、志津霊園５寺分）の収用裁決申請手続きを行いました。
・本昌寺墓地使用者１４名と新規に移転補償契約を締結し、墓地使用者総数３６８名のうち、契約済
み３６０名、未契約８名となりました。
・市に対する債務者である志津霊園墓地移転対策協力会前会長、前副会長の預貯金口座の差押
えを執行し、前副会長からは合計８２，１４７円を回収しました。
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別紙資料

(単位；千円)

区分
墓地移転代替
地造成工事費

相当費用

本昌寺所有建
物・物件移転補

償費

墓地使用者墓
石・物件移転補

償費
計

全体額 730,000 101,700 478,269 1,309,969

21年度支出済額 200,000 0 2,497 202,497

22年度支出済額 127,000 0 26,321 153,321

23年度支出済額 152,000 0 14,608 166,608

24年度支出見込
額(予算現額)

178,000 45,700 209,196 432,896

25年度以降支出
見込額

73,000 56,000 225,647 354,647

●本昌寺との最終合意に基づく、本昌寺墓地移転に関する市の支出額
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＜参考資料＞全体位置図 【予算事業名】　勝田台・長熊線整備事業

← →

京成

臼井駅

京成 志津駅

京成 ユーカリが丘駅

国道２９６号線

京成

勝田台駅

位 置 図

都市計画道路　勝田台・長熊線

本昌寺墓地移転代替地

１０００ｍ 四街道市

佐 倉 市

八千代市

千 葉 市 市 境

志津霊園
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財源内訳
予算要求額

土木部

円 円 円

予算事業名

その他地方債県支出金国庫支出金

担当所属名

一般財源

下水道施設（汚水）改修事業 〔継続〕

283,110,000

円 円

下水道課

145,410,000

円

　２　事業の目的

105,200,00032,500,000

　１　事業の概要

　３　事業の効果

公共下水道施設(汚水)における長寿命化対策などの大規模改修にかかる工事費等の経

費です。

計画的で効率的な下水道施設の改修を行うことで、施設の延命化を図り、汚水の排水能
力を確保します。

施設を良好な状態に改修することにより、排水能力を確保し生活排水の適正な処理がで
きます。また、汚水の詰りや管路の老朽化による道路陥没事故等を防止します。
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○委託料　　　　　　３４，１００千円

　・佐倉第８処理分区不明水実態調査解析業務委託　　　 ２３，１００千円

　・長寿命化対策工事に伴う実施設計業務委託 　５，０００千円

　・その他 　６，０００千円

○工事請負費　　２４９，０１０千円

　・志津１号幹線改修工事 ８０，０００千円

　・長寿命化対策工事(千成・新臼井田地区) ６５，０００千円

　・汚水桝取付管改修工事(千成・中志津地区)　 　　５０，０００千円

　・その他　 ５４，０１０千円

　４　事業費の内訳

207,800,000 151,271,400

参　　　考

平成24年度予算額 平成23年度決算額
円 円

施設の良好な状態を保ち排水能力を確保することにより、生活排水の適正な処理が出来
管の閉塞事故や悪臭などの苦情が減るる

-107-



-108-



-109-


